
葉山町相談支援ファイル「こん葉す」について 

～目的と使い方～ 

からだやこころ、発達や行動など、何らかの面で周囲のサポートが必要なお子さんや

成人の方々に対し、周囲の支援者がその状況を理解し、共に支援のあり方について考え

ていく体制をとっていくことが大切です。 

 このファイルは、保護者やご本人が所持活用されることで、継続的で一貫性のあるサ

ポートを受けやすくしていくことを目的に配布しています。 

 

「このファイルは何のためにあるの？」 

今後のライフステージの様々な場面で、その時々に合ったサポートを一貫して受け

られるよう、ご本人の情報を一括してまとめておくためのファイルです。必要時、サ

ポートに関わる人達にこのファイルの内容を提示することで、支援する人達がご本人

の状況をよりよく理解し一貫性のある支援が行えること、それにより本人が安定した

支援を受けられることを目的としています。 

 

「いつから持ち始めたらいいの？」 

いつの時期からでも利用できます。「もしかしたらサポートが必要なのかな？」と

思われた段階で、いつでも使い始めてみてください。先々、特別な相談支援などの必

要がなかった場合には「個人の成長記録」として持っていて頂くことができるファイ

ルです。 

 

「ファイルの中身は誰が書くの？」 

 基本的には保護者やご本人に記録・保管して頂くものです。記録に関しては支援機

関と相談しながら記入していただくことも可能です。ページが足りない時は、コピー

をとるなど、適宜ご自分で用紙を追加してください。 

 

「ファイルの中身は全部書かないといけないの？」 

全部書く必要はありません。ご本人や保護者が安心して生活していくために必要だ

と思われることやできるようになったこと、がんばったことなどを楽しみながら書き

ましょう。 

 

「何を綴
と

じていったらいいの？」 



ご本人に関する様々な情報をまとめて綴じていきます。例えば、幼稚園や保育園・

学校での様子の分かるもの（生活票や通知表、保健記録など）、本人の成長が分かる

写真、個別支援シートの写し、病院から出された検査結果や診断書の写し、支援機関

と作成した相談記録や支援計画などを綴じていきます。 

 

「どんなふうに使ったらいいの？」 

 ご本人に関する記録をこのファイルにまとめ、必要時、ご本人のサポートを行う人

や機関に提示してください。ファイルの記録内容を参考に、ご本人への望ましい支援

方法を一緒に考えることができます。また、ファイルに記録しておいた方が良いと思

われる次のような場面ではご持参頂き、その場で記録するようにしてください。 

 例えば・・ 

 お子さんの心配な点や今後の支援について学校の先生と相談する時 

 お子さんの進学や進級で支援者が替わる場合に次の支援者に今までのお子さん

の様子を伝えたい時（保育園、幼稚園から小学校、小学校から中学校へ進学する

時など、お子さんの今までの経過の説明を省略できます。） 

 学校などで個別支援計画を立ててもらう時 

 心理発達検査などを受け、検査結果を控えておきたい時 

 医師の診察を受け、診察での説明内容や診断書の写しなどを記録しておきたい時 

 相談支援機関との相談内容を記録しておきたい時     など 

 

「個人情報の管理は大丈夫？」 

このファイルに綴じる記録はご本人の大切な個人情報です。ご本人、保護者の方

が所持管理するようにしてください。 

相談を直接受けた機関のみでなく他機関も含めた支援検討が望ましいと思われる

場合には、本人のより良い支援のため、提示して頂いた情報を関係機関が共有する

ために必要に応じて「同意書」をご提出頂く場合があります。（巻末添付参照） 

 その場合も提示して頂いた情報のみを共有するものであり、ファイル全体の内容

が開示されるものではありません。 

 

相談支援ファイルの足りなくなったページは、葉山町ホームペー

ジからダウンロードするか、葉山町福祉部子ども育成課、福祉課、

及び葉山町教育委員会学校教育課のいずれの課でお渡しできます。 

 


